
■「レポート（論証型レポート）」の汎用ルーブリック（評価基準表）　

（１）ルーブリックは「評価基準表」とも呼ばれるもので、本講義内で受講者に課される「レポート課題」の学習成果を評価するために使用します。

（２）表をよく見て「どのような成果物が評価されるのか」を理解し、毎回の講義や授業内外の学習、次の学習課題の発見に役立ててください。自分の学習の質を高めるための参考にしましょう！

（３）なお、レポートの期限・提出方法・体裁・分量といった、レポートが満たすべき「基本的要件」は、この表には記載されていません。授業内外における担当教員の指示を参照してください。

ルーブリックタイプ①

主張

主張の根拠

ストーリー
（論理構成）

観点の説明

課題に応じて適切な
テーマ設定がなされて
いるかを評価するため
の項目。

レポート課題のテーマ
に沿って、自身の主張
の有無と、その内容
（質）を評価するため
の項目。

主張したい事柄に対す
る根拠となる資料を、
データや先行研究から
探し出せているかを評
価するための項目。

主張したい事柄に対す
る根拠をデータや先行
研究で明記し、理由に
説得力があるかを評価
するための項目。

観点（規準）

テーマの設定

到達目標を大きく越えた
基準で達している

到達目標を越えた基準で
達している

到達目標に標準的な基
準で達している

到達目標に最低限の基
準で達している

到達目標に達していない

Ｓ（秀） Ａ（優） Ｂ（良） Ｃ（可） Ｆ（不可）

当該分野の学習レベル
を超え、学術上の重要
な課題をテーマとして
設定している。

課題に応じて適切な
テーマ設定が簡潔かつ
明確になされている。

課題に応じて適切な
テーマ設定がなされて
いる。

課題に応じたテーマ設
定がなされているが、
切り口が安直である。

課題に相応しくない
テーマ設定がなされて
いる。

主張したい事柄に対す
る根拠となる資料を、
データや先行研究から
必要かつ十分な形で探
し出せており、それら
に対する評価がある。

主張したい事柄に対す
る根拠となる資料を、
データや先行研究から
必要かつ十分な形で探
し出せている。

主張したい事柄に対す
る根拠となる資料を、
データや先行研究から
探し出せている。

主張したい事柄に対す
る根拠となる資料を探
し出せているが、一部
に出典が明記されてい
ないものがある。

主張や根拠を指示する
資料や証拠が提示され
ておらず、感想文の域
を出ていない。

テーマに沿って、自身
の主張を論理的に述べ
ており、なおかつ主張
に独自性がある。

テーマに沿って、自身
の主張を論理的に述べ
ており、なおかつ主張
に独自性がある。

テーマに沿って、自身
の主張を論理的に述べ
ている。

テーマに沿って、自身
の主張が述べられてい
るが、深く又は論理的
に考察していない。

自身の意見が無い。あ
るいは、与えられた
テーマを踏まえた文章
になっていない。

主張したい事柄に対す
る根拠をデータや先行
研究で明記し、理由に
極めて十分な説得力が
あり、かつ文章表現も
卓越している。

主張したい事柄に対す
る根拠をデータや先行
研究で明記し、理由に
極めて十分な説得力が
ある。

主張したい事柄に対す
る根拠をデータや先行
研究で明記し、理由に
説得力がある。

主張したい事柄に対す
る根拠をデータや先行
研究で明記している
が、論理に飛躍

理由を述べない形で主
張が展開・記述されて
いる。


